
ヤングケアラーを知ろう
～見えにくいケアのかたち，当事者が感じていること～

お申し込み

●講師プロフィール●
成蹊大学文学部現代社会学科教授。専
門は社会学。主な著書に『ヤングケア
ラー――介護を担う子ども・若者の現
実』（2018年，中公新書），『ヤン
グケアラーってなんだろう』（2022
年，ちくまプリマー新書），編著に
『ヤングケアラー わたしの語り――
子どもと若者が経験した家族のケア・
介護』（2020年，生活書院），
『コーダ 私たちの多様な語り――聞
こえない親と聞こえる子どもとまわり
の人々』（2024年，生活書院）など。

ヤングケアラーの支援は，ケアをすることを問題とするのではなく，ケアを
担う子ども・若者が個人として尊重され，人生の選択肢を諦めないことを大
切に考えます。当事者と関わる中で感じたことは？当事者の思いとは？支援
者の立場から，当事者の立場から，それぞれの思いを伺います。

令和７年

日時１１月２日（日）
１４：００～１６：００

                   （１３：４０開場）

講師
澁谷 智子氏

（成蹊大学文学部現代社会学科教授）

スピーカー
稲葉 剣斗氏

（ヤングケアラー・現在は大学で福祉

政策を学ぶ）

調布市文化会館
たづくり

８階映像シアター

１０/２７（月）
までにお申し込み

ください

８０名（申し込み順）

参加費無料

令和７年度調布市主催ヤングケアラー講座

お問い合わせ

調布ゆうあい福祉公社
０４２－４８１－７７１１
（９：００～１７：００）

会場

定員

ヤングケアラーの支援は，ケアを担うことを問題視するのではなく，子ども
や若者が個人として尊重され，人生の選択肢を諦めないよう支えることが重
視されます。支援者や当事者の視点から，それぞれの経験や思いに耳を傾け
てみましょう。

大切なのは，「特別なこと」「ケアすることが問題」とするのではなく，本
人の気持ちや生活を大切に考えることです。子どもたちと関わる中で見えて
きたこと，リアルな経験，ヤングケアラーの実情や背景について新たな理解
を深める機会です。

子どもや若者が家族のケアをすること自体を「特別なこと」「問題」
と捉えるのではなく，本人の気持ちや生活を大切に，どうしたら不安
を少なくし，安心を高めていけるかを考えます。ヤングケアラーの実
情や背景について，理解を深める機会です。

https://x.gd/dw1kj


	スライド 1

